
 

学生の学修成果把握のためのアンケート結果報告 ※学修状況抜粋 

 

学生の学修成果を把握し，今後の主体的な学びへの意識づけを図ることと，看護学部での教

育内容を点検評価することを目的として，「学修成果把握のためのアンケート」を２学年次生～

４学年次生に対し実施した。このアンケートは，学生へのフィードバックを行うものとして，

記名式質問紙により実施した。 

 

１．実施時期，対象者 

 

実施日 対象学年 人数 方法 回収数（率） 

令和３年４月５

日 

2 年次生 107 人 ガイダンス時に      

QR コードからアンケート 

139 

(100%) 

令和３年４月５

日 

3 年次生 96 人 ガイダンス時に      

QR コードからアンケート 

119 

(100%) 

令和３年４月５

日 

4 年次生 106 人 ガイダンス時に 

QR コードからアンケート 

93 

(88%) 

 

 

学修状況について（２～４学年次生） 

 ３学年間で全質問項目の回答パターンは共通している。２～４学年次生共通して、80%以上の

学生が、「授業科目ごとにシラバスを確認している」に対して、“あてはまる”“ややあてはまる”

と肯定的に回答し、同様に「シラバスに準備学修(予習・復習)が明記されていることを知って

いる」に対しても 90%以上の学生が肯定的回答をした。また、準備学修の予習あるいは復習の

どちらかのみを実施していると回答した割合は、共に約 40%であった。４学年次生では、両方

実施しているは 50%強、どちらも実施していないは 30%強であった。80%弱の割合で、準備学習

が役に立ったと回答していた。 
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